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岡 l- 1- 1は2万5千分の1地形図 ｢肺凹｣について. 50OTn間隔で作成した南北断面図を.
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表 1- 3- 1 矢掛 ･岡山IiI‡偏の月別気温
矢 掛
1 3.1 8,5 -2.2 10.7
2 3.1 8,7 - 2.6 ll.3
3 6.5 13.7I - 0.7 14.4
4 13,4 19,1 7.6 ll.5
5 17.6 23.8 ll.4 12,.'l
6 2 2.7 27,6 17,5 10.1
7 27.1 32,0 22.3 9,7
8 27.2 32.3 22,0 10.3
9 24.8 30,2 19,4 10.8
10 17.5 2 2 . 1 12.8 9,3
ll ll,3 17.4 5.1 12,3
12 5,7 ll.5 - し一十1 ll.6
岡 山
＼∵ 平 均 最 高(A) 最 低(B) A-B
l 3.6 8.3 - 1.1 9.4
2 3.5 8.4 - 1.4 9.8
3 7.0 13,0 0.9 12.1
4 13.6 18.5 8,6 9,9
5 18.1 23.2 12.9 10.3
6 22.7 27,1 18.3 88
7 27.2 31,3 23.1 B2
8 27.1 31.2 23.0 良2
9 25.2 30.0 20LI 96
10 17.7 21.7 tこま.6 臥T
ll l l.7 17.0 6,3 10,7
12 6.2 ll.3 1.0 10,3
平 均 15,3 20,1I 10,5 9.6
舜 備
月区分 平 均 最 高(A)I最 低(B) A-B
1 3.9 12.1 - 4.0 16.1
2 4.4 12.6 - 4.1 16.7
3 6.5 16.8 0.3 16,5
4 12.5 22,9 3.0 19.9
b 17.3 27.5 2,0 22.5
6 2 1.9 28.1 9.3 18,8
7 25.3 32.5 18.3 14.2
8 27,8 34.9 20,7 14,2
9 23,3 30.7 3.0 27.7
1 0!… 4 26.9 9,0l17,9
ll il l.9 18.2 0.3 17.9
12 6.0 16.5 - 0,5 17,0




L瑚 1- 3-2は咋降水位分布図であるが,主訓17町は Ⅰ.200- I,300叫 こ柁耶する｡
降水址といっても雪は殆んど見られない地域であるから,降朗が乍体を決定する｡降雨は,触前
シーズン及びi]h帆 シ-ズンにJiFいするようである｡昭和5 1年 8月は, 17号台風により大水害を
被っ1=O (長 い-3- 2参照 )
図 1- 3- 2 年 降 水堤 分 布 図
(1941- 1970)
(偶 山県の気象』 1973による)
来 】- 3- 2 降 雨 免 (昭和 47- 51年 )
年月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 lO ll 12 計
47 93 59 68 68 78 185.5 275 102.5 146 38 72 52.5 1,237.5
48 48.5 54 6,5 118 66 loo 52_5 23.5 139 95.5 105 0 714_0
49 16 52,5 33 135.5 30 44_8 295,5 53.5 105 204.5 23 40.5 ∫,033.5
50 dI.5 18 43 HX) 47 254_5 76.5 103 189 174.5 116.5 27 I.190.5













凪は吹 き,自僻町では図 1- 3-3に示されるJJ一向に吹く｡傾向として,谷沿いに風が吹いている
ようである.墳掛の狭陰部では庄 ･冬季 ともに西風が吹いている｡
(異 見 明 弘 )




2 岡 山県の気象』 (1973) 桐山地方気象台
3 『小田川下流域誌JI自然厨(1956) 矢掛高等学校/1徒会
-7-
第 2章 河 川 の 実 態
r ナ1



















































































































OTE徳2咋 (1712)6月2rl. 7月2円 t Ll..
0中味Jt叶 ( 1716)6)18日 r i1 .
0学保6年 (1722)7月 11u
o{1保 lJI年(1730)8月 19Ll 大 鵬水,電 20日に繁~L･_ていよいよ強く.倒机家屋多し｡
この任, 9月 14口また秋水,流失家島多し｡
OJ己文3ir(1738)4月 lLj . l i
(以下は主要のもののみとする)
○宇和元咋(180 1)8月 19日 砧唱川の水 1丈8尺(約 54m)流失多し｡
○文化 8年(1811)9月6日 夜明けに出水 l丈3尺(約 39m)に適す｡
○窟水 3咋 (1850 )5月4日 l丈′lR(約 l:m),この任 9月3日に出水 lJ:1尺 (約
4.21n)0 .












校の下まで逆流,水位 14m｡高梁川の水位は,これまで崩一店の 2丈7尺(約 8 1m ).被害状況
としては,死者 200余人(県全体49 1人 ).川辺軸比では, 38 4世樽が, 19棟になった｡
この洪水は,束1.Tl有のものであり, これを契機に,由梁川の河川改修が名'･手きれたのであるo
O明治3 1年 (1898) 高染川右岸川辺新田あたりの堤防決軌 また有井末政川の左岸堤防決潰｡






○大正 15年 (I926) 小田川左岸堤防,坂根排水樋門上流が決弧)頁谷川の右岸堤防も決潰
し,多大の被苫がでた｡
(3) 昭和年間の水苫




○昭和20 年(1945)9月 小田川右岸一部,員谷川右岸が決乱 小田川左岸坪田東,折田古
顔が大崩壊｡
○昭和26年 ( I95I)9月 良FT･]-で,小田JlJが増水し,白'iiJl佑3-IJが決潰,所生橋流失｡水田
の大半が冠水し,出作物に被書｡床上浸水が2戸,床下浸水が32戸o
o昭和 35年(1960)7月 熊中京前により,小田川内堤防 ･町道 ･段通などが駒嵐 内水排
除が出来ずに水川冠水し.町全域にわたり泥海と/JるO家屋全盛 1戸,家屋半壊 4戸,浸水 172
戸｡








































区 間 尾崎虫宮の山配道から帝へ 田倍角まで 宮rtl角から東へ苦節寺山島1見通しまで 感源寺山lh見通しから,外和崎山相.見通しまで 外粕崎山界見通しから有井末政川出口まで
撞 き 360 闇 253 767 638
根 匠 31 尺 LIB 48 36









LrlLilJ.肺 の治水に人 きな鞍部を及ぼす,山梁川の大改修が,内務省直相弔菜として,明治 40年に


































































は初に.図 3-2-I- 5を見て頂 きたい｡昭和 47年 7月9日～ 12日,同 51年9月8E]～
13Fl,rH154年 6月27E1- 7月2日,同 55年 5月21日に興った洪水によって冠水した地域
と,その時点での,ポンプの穀隈地点を図にしたものである｡ 51年は474Rh･という,末曽有の降雨
であったため,冠水厄坊が著しく人 きいが,他の3仙 ま 97m～ 26 7Brhのほほ似かよった艶段の
降雨であった(図 312- 6, 7)0 47年, 54年, 55年とJSンプの設尼が進むにつれて.冠
水Im が激減しているのがわかる｡





/J憎 件 きれなかったからである｡それでも 119時間フル回転し,被苦軽跡 こ役立った0





































これで,高梁 111が増水すれば,負担はますます大 きくなる｡姪防攻捗時には予憩 もつかなか った負
担がかかることになるのである｡新たに,堤防の強度が問い直される時代を迎えた｡
表 31 2- 1 ポ ン プ設 芯状 況
(蕗朋 和子)
竣 工 胸 係 面 倒 排 水 星
有 井 昭和 ′19 年 21U Ju 4.33〝～/′sec
川 辺 52 213 5.00
服 部 54 31 2.50
万 54 73 5.00




表 3- 2- 2 湛水被害,ポンプ排水状況
年度 冠水面倒 槻 書 簡 排 水 内 容
51 (210) 162,316,000円 排水丑ha341 341払 × 70俵× 17,000円 5t/8× 144時間- 2,592,000t
×蕊 (規苫割合 ) 17号台風
54 (488) 22.491.000円 ll.25t/sX 77時間- 3.118.Soot
63 63んaX70俵× 17.000円･了も㌃ 15号-20号台風
55 (520) ll,067.000円 12.58L/8× 50時間- 2,264,400t
町全体の冠水面積 551ha ( )内は冠水しなかった面械 弟備町役場調






















































(3) 土地利用の変化と水草 r‥ 1r I｢r'リ ､ ▲ "
荘厳町の宅地関取 ま県南工業地帯の発達につれ.そのベッドタウンとして進行してきたOそして
そのほとんどは怨地転用を中心に進められて来Tユ

























茸 3- 2- 3 年次別虚地面横と戯家戸数
年次別 戯 地 面 横 戯 家 戸 数
昭和 年 約 hh 戸 .
47 865 1.841
I18 849 卜 1,801
49 903 1,799










表 31 2- 4 農地法4,5集による転田状況
昭和 45 46 47 48 49
新 田 田 3,676 18,142 29.274 79.245 3.302.畑 363 5759 3649 3,638 67
計 4,039 23.901 32.923 82,883 3.369
有 井 田 17.544 12,366 33,889 54.860 3,542価 0 ～,23 門 290 1606
計 17,544 13.696 34.179 54.860 5.148
川 辺 田 731 4一.551 20.632 57.714 10.621畑 0 17 2,446 I,366 903
計 731 43.302 23.078 59.080 ll.524
上 二 万 田 685 1,849 5.086 5.931 1､233価 1.008 (1.7 0) 3,465 1,3 l 785
計 1,693 3,629 8,551 7,262 2ー018
辻 田 田 4,955 20.741 37.378 36.263 1.252畑 1.39l 6 8 2,4 3 3,4 1 4 9
計 6.346 21,389 39,851 39,724 1,711
市 場 田 2,440 9.600 7.052 31,134 4,788価 615 2291 I831 17322 1.656
計 3,055 ll.891 8.883 48.456 6,444
妹 田 1.190 JI.025 2.476 8.426 451也 50 59 6 0 242
計 1,190 4.530 2,535 9,046 693
下 二 万 朗 0 1,859 1,294 16.572 200価 515 750 0 975
計 0 2.374 2.044 16.572 1,175
岡 田 田 0 18.617 17.486 43.454 2.732畑 5 4 925 I302 101
計 0 19,131 18,411 44.756 2.833
尾 崎 田 0 15,028 6,717 45.687 3,024畑 112 2A79 588(122) 99 0
計 112 17,507 7.427 45,786 3.024
服 部 田 0 0 6.464 3,179 475価 158 228 551 3 3
計 0 158 6.692 3.730 848
計 34,710 161.508 190,568 412,148 38.787
- 26-
(nl)
50 51 52 53 54 55 計
4.102 7.145 4,152 3.482 4.936 4.892 162.348
1,194 1,905 246 822 1,148 1,940 20,731
5,296 9,050 4.398 L314 6,084 6,832 183.079
3,551 724 789 996 4,142 5.081 137.484
4.388 442 0 I,451 375 77 9,959
7.939 1.166 789 2.447 4.517 5,158 147,443
4,754 5.041 42 8.806 13,634 5.793 169,319
906 1.877 2,644 I.2′l3 1.464 217 14.817
5,660 6,918 2,686 10.049 15,098 6,010 184.136
310 I.106 1.275 1,132 2,263 496 21.366
63 783 409 44 577 490 10,735
373 1.889 1.684 1,176 2,840 986 32,101
7.286 2,783 4.038 I,一90 6.121 1,974 124,281
0 3,097 I.799 317 0 0 13,645
7.286 5,880 5.837 I,807 6,121 I.974 137,926
2.794 1,236 1.144 I.030 】42 2.425 63,785
1,800 1.001 794 8cIT 191 0 28,308!
r 781 0 2,070 0 2,259 0 21.678
l o 0 200 802 1.771 227 4,426
. 781 0 2,270 802 4.030 227 26.104
3.942 26 75 3一l8 1,397 205 25,918
7,834 489 0 542 878 0 ll,983
ll.776 515 75 890 2.275 205 37.901
1,721 1.789 321 1.286 3.017 922 91,345
.861 323 0 qOl 5.167 138 10.232
2.582 2.112 321 2.187 8.184 1,060 101,577
1,334 3,554 1,621 980 1.126 1,629 80.700
335 52(1,611) I,869 50ー 1.Sol 609 9.878
1.669 5,217 3,490 I.181 2,627 2,238 90,578
0 542 8,90LI 0 1,980 1.219 22,763
0 0 0 143 421 386 2.260
0 542 8,904 1`13 2.401 1,605 25,023
- 27-
第 4章 人 口r







れによると昭和 45年を墳lこ人口減少から人口増加に転 じており, 48年から数年間は著しい増
加傾向を示している0時に,昭和49年から51年の3年間は,年間 1,000人以上の増加がみ
られる｡ この著しい人r-1増加の原田はいっT=い何であろうかOこれを明確(こするT=めにも人口増
加に酷按かかわる自然物 Llと社会増加について図 I- 1に合わせてみていこうと患う｡













45年,50年について表 4-1に示した｡比較可純な年代について, 5年後の増加率 も併せて示
し丁こ｡
ー 30-
表 4- 1 兵備町の年齢別人口とその増加率
年0 5 lO 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 80 不i ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ i ～ ～ ～ ～ ～
4 9 14 19 24 29 34 39 44 49 54 59 64 69 79 明
暇 40(人) 3,000 1354 938 740 842 930 770 743 729 667 626 1,321
増加率(%) 昼ゝ8:A∴.5ti0(.10;A2:A4:A6: 9t
昭45(人) 851 823 986 0ー59り11 863 775I846 922 776 729 698 629 572】683 24





の年代の者が, 20- 24才に達 L/T二時lこは,約 20%が流出していることである.このrr代の
流出には,大学進学,就職ri･どがあげられる他にはこれという特徴はrJかろう｡昭和45年か ら
50年は転入超過の時期であるT=めに,ほとんどの年代について人口増加を示す.中でも顕著Ti
ものは,5- 9才代,30- 31才代の年代の人口増加であり,昭和45年Iこ板へ 80%以上も
増加 している｡ということは,真備町に転入して くる者の多くは20代後半から30代後半の世
代で, 10才前後の子どもをひきつれてやって釆T:と言えよう｡ この幼年人口の増加は,歯幼稚




っている.県全体でみTこ転入 ･転出先都何県の上位 3位 も大阪 ･広島 ･兵樺となっており.首都
圏よりも西日本,とりわけ京阪神,広al,北九州各国との移動が大きくなっている｡真備町 も県
外については,県と似T:傾向lこあろう｡転入者をみT二時,9L.摘 からの転入者が 80%近 く占めて
図 4- 4 転出入者の前任地 ･転出先



























の著しい傾向はみられrJい｡人口増加が最 も早く現れT=のは川辺で昭和 44年から増加 し始めて














衰 4- 2 喪備町における新穀団地
一字 畑 地 名 戸数 人数 計 辛 団 地 名 戸数 人数 計
節田 中 学 北 団 地 60 245 346戸1,5 人 辻田 .蒲 他 40 164 337戸】. 35人
7tl 田 40 163 向 畑 34 138
田 中 38 147 中 絶 手 団 地 24 92
王 子 団 地 32 121 辻 田 第 - 22 87
中 学 粟 団 地 22 80 西 の 床 22 80
後 田 18 74 み ど り団 地 13 44
高 校 団 地 15 59 石 田 西 12 55
内 湯 15 62 高 下 田 9 38
平 田 団 地 14 49 北 澗 9 34
う じ TI 14 58 JlL脚 沌顎敵地 7 26
畔 13 50 腎 頚 台 289 1,097人
小 杯 13 55 川辺 中 田 71 280 240戸93 人
白 井 12 43 門 田 西 47 182
西 村 10 35 公 団 川 辺 40 138
中学束帯二団地 9 39 新 田 東 26 99
須 賀 北 8 31 グリー ンタウ>J1辺 21 83
町営 肺 田第 二 6 19 門 田 寮 13 50
l町 営 前 田 乗 5 】8 前 場 12 53
? 2 8 町 田 10 45
育井 公 団 有 井 128 4462797 347戸1,279人 岡田 半 開 団 地 65 2551 129戸512人
片 田 75 新 町 南 28 110
真備 中央団地 36 137 馬 場 団 地 25 98
神 の 木 20 69 内 田 ll 49
高 城 院 18 65 市i尾崎 平 山 団 地 63 239 92戸346人
茶 屋 16 63 町 営 市 場 25 92
黒 ナ 舟 15 53 市 場 後 4 15
坊 田 ll 59 原 田 13 59 48戸195人
国 溶 1 0 2 砂 畑 】2 49
免 田 9 34 角 帯 - 9 37
有 井 申 9 32 m 池 6 22
蛎 棺 ト 6 22釆 共 備 団 地 62 253
古 川 1 3穀 雨 42 168







第 5章 真備 町 の 集 落






の熊落八応や金谷 とは鰍 ､たかんじではあるが.西仰の集落壌掛 とは屋根で過ぎられた感がある｡
アンケートにi:る聞き取 り調査を中'山こして.この井ノロの雄藩調査を行ったo
井ノロ 46軒のうら,アノケートを回収できたのは 40軒である.ほとんどの家が兼業農家で,
平均所有耕地面蛸 7 0R,山林 1.3haをもっているOまT:. 40軒中で人口ピラミッドを作ってみ











(2) 村落共同休 (地線的共同体 )
井ノロの韓溝は,策から,東 ･東中









































































の縫本家であるというのは,45 (所有田 1反.棚 2- 3畝)と39 (所有田8反,畑 1反,山林
10町)の2象がいわれているが,｢ソラ｣という屋号をもつ 39ではないかと思われる｡図は39























































写 5- 1- 1 武本株の珊則 (Eh l)
写 5- 1- 2 若宮神社規約沓 (hhl)
-15-
申出栄 ノ節 八度-串二階芯ノ ハ 氏子全部 ヲ集合 シ中立出金方法 ヲ申 rl序 J駐日人以外ニJt地金 !敢
収担人署ヲ収 リ設ケ兵愚人 をヲ以テ徴収シjt徴 収金 ヲ以テ辞令や二充 ツル者 トス
第七粂･古神比ノui貴人二互選セ ラレクル者ハ同社二対シテハ冶 テノ超人ヲJRビル ト維モ前条 ノ如
クハ是云々相生.3-･･(資料欠除)
同上 武 本 綾太郎 ㊥
同上 武 本 源次郎 ⑳
同上 武 本 司馬太郎 ㊥
同上 武 本 福一郎 ㊥
同上 武 本 庄十郎 @
同上 武 本 彦左ヱ門 ㊥
同上 武 本 昏佐吉 ㊥
同上 武 本 凪太郎 ⑳
Irq上 武 本 韮次郎 歯
間上 武 本 松 吉 ㊥
同上 武 本 庄 平 ⑳
同上 武 本 伊弟太郎 (盛
岡上 武 本 忠三郎 ㊥
同上 武 本 仲 平 ⑳
同上 武 本 兼 吉 @
同上 武 本 実 歳 ⑳
同上 武 本 武 平 @
同上 武 本 宝 作 ⑳
同上 武 本 久 作 歯
間上 武 本 光五郎 ⑳ ｣






一 本耕ハ祖先 ヲ尊敬シ娼恭ノ赤心 ヲ表明スル為 メ執行スルモノ トス
第二条



























一 本講ハ祖先ヲ噂敬シ追般ノ赤心 ヲ表明スJL,為J勃行 スルモノトス
第二条












写 5-1-4 御美 神の軸物
写 5-11 6 五 百 年 祭 記 念 碑
-48-
写 5- 1- 3 武 本 株 の 職
写 5- 1-5 武 本 神 社
-Irr-,_r-7 1-J
I J
写 5- 1- 7 ｣こ 当掛 -＼渡される木箱
1
写 5- 1- 8毛上 五百年記念称の城南
写 5- 1- 9 右 木箱の中にはいっているもoj
写 5- ト 3,写 5-1-1も同化















うかがえflL､が,江戸期後半の比較的新 しいものではないだろうか.昭和8年 1月に ｢武本神社五
百年祭記念｣の碑をたて裏面に ｢系譜 源氏ノ棟梁癒義家ノ弟新羅三郎義光ノ後藤源南信冠者 卜為
















世話人 武 本 宇三郎




L酸T:収田)に対する報依金会計 (昭和 1 I- i2牢腔分)｣が残 してあるなどかTLり鮮霞 に掛製
されている｡現在行li.われている鍔鵬は,武A=家か り分かれた分家 も全て寄 り, 28軒で偶成 きれ
るO当良はIm番に 1時交代で当剃 りになっているヰかっては,神lrT]だけで牧用をまかなっていたが,
今では参加するものが米を 1升ずつもっていくO 旧 11月 lLl日のよいの晩は,夜髄 りをするO
当屋の者は若宮様の両をそうじして火をたき,お抑酒と煮 しめを周還 してお参 りに来る者全てを接
待する｡当E=ま当番の家に各家代表者 1名が朝のうちに米 1升ずつもって ｢おめでとうございます｣
と言って染まる｡祝詞をあげたのら,耕のことや苫宮様の啓轟のことなど話 し合い,会食をする


































































衣 5- 2- 1 末 政熊 藩 の家 族構 成
蘇 性別 年齢 職 英 住居(間.別) 家 性別 年齢 職 業 住居(同.8lJ)
a 盟女秦項 67l59334ll8 段 叢/屯 気 店 勤 務 同 居〟 g 男女衣 81786459330 f L〟農 業公 務 員会 社 巳 同 居〟別
C 女 60 戯 菜 同 居 1 13-3 69 農 業/y会 社 員 同 居〟別
女男 3642 幼稚 園の先生会 社 員市 会 鵠 貝 別 居〟同 女9-3 6632
J 男女 694383 投 薬/会 社 貝教 員 同 居〟別 /I
ど 罪女 609戯 業〟錘 繋 技 師 鞄 居〟別
婿 ?会 社 員 男 30 会 社 員
衷 5- 2-2 別 居 先
地 域 人 数
岡 山 県 7
岡 山 市 3
矢 掛 町 1
JH辺(薙併帥丁) I
耶 音 村 1
玉 島 1
広 島 県 3
奈 良 市 1




衷 5- 2-3 所 有 地 市 棚
( )は借入地
田 5反 4反 2度(3反) 6反 4反 1町 5反
灯口 5畝 3反 2反 一反 / 1反
山 林 2反 6- 7町 2町 7町 1町 l町
その他 任 地 1反
これによると,田は, 1町 5反所有しているAを除いては,いずれも2反から6反の両群を所有
している｡畑は, 5畝所 fjALでいるnを除いては.いずれ もl反から3反の面街を所有しているO
山林の所有面掛 こついては, 2町以下の山林を所百している家と, 6町から7町の山林を所有して
いる家の.2つに分けることができる｡ ま†こ.山榊 こついては,個人の所有地以外に, ｢五人組の
山｣ とい うのが5町ある｡ これは,地図中の iと j.それに加えて転出していったb･e･hを合
わせた5軒が共同で所有している山林である｡
現在,これらの所有地の経営者は,表 5- 2- 1を見ればわかるように,60歳代の男女である｡
したがって,末政集落の盛業は現在,60歳代の応年齢層の男女に担われているといえる｡
3) 共同体としての活動





になったらしい｡適職普請としては. 1年に 2- 3臥 草刈を行っている｡
災苫時には仝且が鮎旧にあたる.






めたのは,昭和 35年頃か らだとい うことである｡それ以後は今 日に至ろまで減少の一途を7こどっ
てきた.激減しはじめた年齢層は.20成代から40成代か らだということである｡
こUjように過疎化が進んできた要因としては,他の過疎fJ!落 と同じように,向につけても不便な
地域であるためた'ろ うo この末政の場合,学校は4キロも離れた山の掛 こある｡
店は一軒 もな く,山の下まで降 りていかなければな らない｡それに,わずかばか りの耕地から得ら
れる収入もごくわずかであり,町中 との収入栢蓋は拡がる一方であるOこれらの要因が過疎化を進
めてきたとい えるであろう｡
2) 転 出 者
現在,末政に住んでいる住民に㈹ きとり調査をしてわかった転出者は,図5-2-1のb･e･hの3





転出する際.それまで経営していた土地はどのように処芯したのであろ うか｡ bの場合は,田 2
反を所有していたが,現在 もそのまま所有してお り,良作菜をLに通っているとい うことであった｡
eの場合も,3反の田を所有していたが,現在は戯作薬をLに適っているらしいo hの場合は,田









うことであるO これは,少しでも多 くの多 くの収入を柑ろためであろう｡転作の作物 としては,初
































































図 6- 1 近世の主要道韓と宿駅
l′ ∠ ､又〝J● JP LJー LJd∫ j 7!i
〟
芸 AT 失 副 書 ii 窟 孟
(注 ) (1) 本図は各宿における休泊虫を棒グラフにしたものである｡
(2) 図上の数字は総回数を表わし斜線の部分は ｢泊｣,白色の部分は ｢休｣の割合を示す｡
(3)本図は井上-庶民の卒業研究 ｢近世特権並行の封建的休泊の展開一備中矢掛宿を中心として-｣
より転載した『地域研究第 18柴一岡山県矢掛町』による｡
図6- 2 山陽道通行諸侯の備前 ･備中地域における宿駅利用状況
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表 6- 1 1787年(天明 7)の参勤交代大名の止宿状況
里 程(亀 町) 対 地∫ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 宿泊
長 筑 薩 肥 筑 長 肥 肥 肥 石 肥 薩 石 肥 周
,p-B7 芸 買 霊 芸 器 聖 霊 霊 悪 霊 買 霊 要 覧
末 川 島 津 米 中 村 池 島 野 賀 島 田 戸 山
大 名 の名 毛 立 松 水 有 毛 大 鍋 銅 他 松 松 松 松 吉
平利 花 上 野 島 利 村 島 島 井 平 平 平 平 川敢 左 賢 左 中( 近 務 甲 信 甲 和 田 肥 上 左 壱岐 近 空 将 大 斐 戯 斐 泉 肢 前 総 京 岐 監
守 守 ) 鮭 稲 守 守 守 守 守 守 介 亮 守 物
_ヽ｢-ト+t. - t= 三 七
領地市(■伝) ⊂)九 ⊂)○ ○ くつ 七 ≒ (⊃ 三 七 ⊂)(⊃ 一二 ⊂⊃⊂)大 入 ⊂) ⊂) ⊂⊃ 九 六 ⊂)⊂⊃ ⊂) 八 四 七 (:⊃⊂⊃ ⊂⊃ ⊂) ⊂) ⊂) ⊂〉 -ヒ ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂)
C) ⊂) ⊂) ⊂⊃ ⊂) ⊂⊃ ⊂) ⊂⊃ ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂) (=)
通行月 3 3 4 4 5 5 5 5 6 7 9 9 9 11
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 回数上 り 1 1 1
126 神 望 ●●●●○ ○●●●e●●●●12
i,12 馬 屋七 日市 ○ (⊃ ○ 0
(今 市 ) ○ 0
3.00 (朋 越 )矢 掛 e●●0●●●○●⊂) ○ ● ○ 0 08
3.00 川 辺 ○○●〇 〇 〇 〇 ● ○ ●●○6
3,00 板 倉 2
2.12 岡 山 ●●○ ●●LJ ○ 5
2.00 藤 井 ○●〇 〇 〇 ● ○ 3
L1,08 (一 日市 ) 〇 〇 〇 〇 0片 山 ●●○ ●● ○●6
2.28 三 石 ●○ ●¢● 6
(庄 ) て･ 史料は先触状(旧矢掛捕本陣石井家所威 )による
2 ( )内は間宿



























｢亡 = 葦謁 憩 丁等 蒜 霊 鵠 Lk讐
~~--~ ~EiI''憲 二等 三 ::'-読 _こて



































かったのであるoこうして,明治 24年 3月 18日.岡山まで開通し,そして,9月11日には福
山までも開通することとなったのである｡
この山陽鉄道開通当時の運行状況は,列車運行数 6- 7柄編成, 1日5- 6本の運行O客車運賃
は1マイル下等 1銭,中等 2銭,上等 3銭,岡山から神戸まで下等76銭,中等 1円52銭,上等













































町の予7E地はそのままの状闇で, 9年が過ぎ,昭和 51年9月 3E],鉄道建設公田大阪支社よりfi



















名 称 退 路 倭 別 道 幅 適 職 申ノ通,不通
長 崎 往 来 国 道 弐 分 痕東ヨリ長崎 通ズ〟/
伯 州 往 来 県 道 宅 間 半 玉島ヨリ山陰

















｢自転車税 一般用申及び婦人用申 年領 200円 (自転車にも鑑札をくっつけていTこ) 読争用















































現在は,国鉄バス矢掛～倉敷 33臥 井笠バス井原～岡山6回の計 39回,この夷僻町をバスが
通っている｡
.-~67-
そして,昭和 35年政府の所得倍増の頃からオー ト′ヾイが流行 .昭和 42年節から自動41に取っ
図 6- 7及び図 6- 8をRでいたfきf:い｡この 15年間に,普通自動車の保有台数は, 24-
25倍の増加を示し.現在では2人に 1台の割合で,自動車を保有していることになるのである｡
そして, 次に表 6- 3を見てみると.缶敷-井原線の川辺と妹で地点で行った交通凪の調査の自
動車の部門は,昭和 40年から昭和 52年の 12年間に, 7- 10倍の増加となっているのである｡
昭和3 9 40 41 42 43 44 45 46 47 48 4 9 50 51 52 53 54(年)
〔｢町勢要覧｣ より作成 〕





因 附 円 口 日 潤
台数 37LlO 4 3 46 5052 3740Ll3.165052 374043465052
『共備町史』によろ


















夫 6- 3 県 道 の交 通J'P.lL.の状 沢
『典備町史』による
調 査 地 点 調査年月日 歩行者 自転車 二輪車類 自 動 車
乗用車 貨物事項 計
台数～井原繰川 辺 40.10.L9 259 1.Ol5 i.017 464 I,213 1.677
43.7,J6 289 577 841 1,376 2,352 3.728
46.10.12)平3 均 247 360 553 3,867 3,863 7,730
･l9.I()_23 363 J138 489 4,838 4,419 9.257
52.7.5 12 416 349 4,935 4,385 9,328
t}叡～井原線 40.10.19 LIL 431 433 361 616 977
43.7,16 127 261 452 808 1.545 2.352
6 i …)蛋 50 157 27 2,4 2,805 5.146
妹 49.10,23 20 80 204 2,921 2,926 5.847
52.7.5 57 45 148 2,793 3,015 5,808
倉敷-昭和線 40,10.9 29 57 123 19 105 ユ2443.7｣6 41 25 43 52 74 ー26
市 場 46.10.13 25 35 68 196 359 555
49.10.23 18 9 52 141 30ー 442
52.7,5 5 12 36 209 341 550
大曲-船槻線 43.7.166亘 …)蛋 203 343 230 159 SIS 474上二万 52 295 23 332 338 6 0
49.ユ0.23 236 ー96 217 920 631 1.551
52.7.5 124 188 125 907 558 1,465
市%L～川辺線 49.10,23 1 9ーI 368 279 526 508 1.034
市 場 52,7_5 56 340 217 746 568 I.31LI
下原～船鹿繰 49.10.23 6 33 38 213 168 381
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県 道 名 延 ,F% 改 良 済 舗 装 済
延 長 割 合 延 長 割 合
怨敵-井原線 9.1 km 9_lkJ loo. i 9.1 血 100,帝
倉敷一昭軸線 5.82 '■ 一 一 1.4 24.0 I.0 17.2
大曲-船細線 5_13 0.3 5.8 2.8 54,6
宍粟一兵備嫁 3_89 0 v O 3.89 100
市場-川iZ]線 3.99 0.a 2.0 0,8 20.0





県 道 名 ; I 延 長 改 良 靖 舗 装 済
延 長 r割 合 延 長 匝 合
倉敷-井原繰 9,38 kJ J. A.JT Sl 9ー4 loo .0 9.38 100.0
倉敷一一昭和繰 5,70 3.3 57,9 5.70 10J.0
大曲一般藤娘 ･1.39 2.1 47.8 4.39 100.0
宍粟-奔騰繰 3_67 i,3 35.4 3,67 100.0
市場-川辺線 3.98 2.3 57,8 3,98 100.0
下原-船細線 Sr17 2.7 85.2 2.74 86.4
③ 54年度まで(但し央牌町内県道 ･町道を含む)
総延長 舗 装 舗装jF
町 道 322kR 226血 -70.15




















下 宍 市 大 愈 倉
原 葉 場 曲 数 敷
船 兵 川 船 昭 井
依 備 辺 椅 和 風
破 線 繰 破 線 線
図6-9 i'l僻町内の主要道路
図 6- 10 道 路舗 装状 況 (美麻町 )
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すぎるため,その北側に,新III辺橋が架設きれ.少しでも, 1万台前後の革の頚行長 (塁 12時間)
を減らそうとしたらしいのだが,川辺価のとりつきの所は自動串の往来の方向が八種類となってひ
しめき合い.激しい交通渋滞となるのである｡


















『虫偏町史』 .Q棚町史痴茶委民会 昭和 54年
『岡LEの交過』 藤沢 晋 者 昭和4 7年
『岡LIの街道』 山勘新聞社
『地域研究第 18巣 宿場町の歴史と現在一岡山県矢掛WJil.
『岡山県の地戯』 JlI田 窺 監修 昭和 53年
『岡山県大百科邪塊J] 山酎新聞社 昭和 54年
『幻術町史』 如節町史稲井委員会 昭和 54年
F'/七掛町史.8 矢掛町屯胸算垂Ll会 肘掛 57年
F広軌 まぴ』
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第 7葦 農 業





表 71 1 地目別土地好餌の推移
I 綴 血 節 農 用 地 商 厨 血薬用施設用地面前
契 数 比 率 項 数 比 率 実 数 比 率
昭和 35年 JLa 潔 ぬ %' Jla %
EI.262 loo 1.416 33_9 7 0.2胴和 40年 ･1 ZOO 52 LI.i
昭和 54年 3月 4.262 100 I.438 33.7 7 ロー2
昭和 55年 2月 3.988 loo 1,325 33.2 7 0′2
林 地 面 凝 宅 地 面 胡 そ の 他 の 面 摂
畢 数 比 率 実 数 比 率 筆 数 比 率
附和 35年 ha ,og 由 % ha %1.893 4′1.4 130 3.0 786 18.5
昭和40年 1,885 44.2 1 13.4 3.1 784 18.LI
昭和 54年 3勘 1.883 44.2 二王`51 5.8 683 16.7
麦 7- 2 農用地の造成,かい廃両群
l 拡 張 か い 廃 計
銅 盤 干 拓埋 立 草 地造 成 その他 計 座 宅用 地 道蹄鉄通水鞘用 地 工鉱菜発電敷地用地 佑 林 その他一 設也
昭和5O* 0 0 0 0 Llll.8 i.5 0 0 Ot5 13.8
昭和51年 ∩ 0 0 0 ∩ 2.4 2.0 0 0 I.3 5.7





期洪水期には湛水する地帯である.この水田のうち小田川河川内耕地 24kaは ,昭和 46年以降
年次計耐 こより河川敷 として買収 さTl,ているO米の生産調堤を契期に農地のかい廃が多 く見受け
られる｡樹園地 (Tこけのこな含む) 167haは比概的傾斜度がゆるやかTL山ろくに多い｡ 1戸当
りi'-.y>-]耕地面檻t'.は69ELで個人経営規模 lha以上の段家は340戸で, 165%を占めているに
過 ぎritいoまT=,経営農用地は小区画の ものが多 く,1戸当 り平均数同地fこ分散している｡
表 7- 3 農用地等面朝の推移
耕 地 採 草放牧地 泥木林地 虚業用鮎 設用 地 合 計田 畑 樹 閑 地 計果樹園 桑園 その他 計
昭和 40年 I,080 180 108 3 75 186 1,446 00 7 1,453
昭和 45年 I,050 162 115 3 80 198 I.410 0 0 7 1.417
昭和 48年 I,092 169 178 3 80 261 1.522 00 7 1.529
(3) JEt用地に関する権利移動状況
表 7- 4 農地の権利移動
売 買 (自作地) J5TLS 買 (小作地) 贈 与 (自作地)
件 数 面 前 件 数 面 前 件 数 面 前
堤i 昭和50年 63 田 4,65畑 223 4 0.28 17 1.5124
昭和51年 98 m 8.97 2 0.ll 12 1.92
ヶ年 舶 L8LI - 0.60
昭和52年 109 刑 4,90舶 3_06 29 1.520,20 19 8.90206
賃 借 権 設 定 そ の 他 合 計
件 数 面 戟 件 数 面 摂 件 数 面 街
殺 昭和50年 6 田 1.55 7 1,50 97 9.49
些 畑 3.47
昭和51年 6 田 0.60 2 0.40 120 1900
チ年 ~ 兜月 o.80 - 3.24
耶和52年 19 田 0,80畑 4 0.507ー 180 16_62.0
町虚業委員会資料
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二. 農 業 生産 及 び 農業 構 造 の概 況
(1) 良家及び堤業就菜者
発航町の盟家数は,昭和 40年 (1965) l.157戸が,昭和 53年 (1978) 】.978
戸 と10年間に約 9%の減少であるが,その内容は,専業農家戸数の昭和 40年 (1965)の
315戸 (16%)に対 して,昭和 53年 (1978)には,176戸 と著 しく激減 (約 4%)
し,更にこの傾向が進展 している｡これは,派兵良家が増加 しTこもので,特に第 2種兼業農家の
増加が著 しい｡ このことは,生産基盤の不良と零細経常規模が労助生産性の低下の原因となり.
他産業 との格差の増大による若年労働者はもとより中高年労働者までも他産業へと流出させTこも
のである｡一方 ,虚業駄業者 も減少しており,相に主 として虚業に従甲する人数は,昭和 40年
(1965)の 2-157人が,昭和 53年 (1978) 1.978人 と約 9%の減少を示 している｡
まT二,艶果就某省の内,主として膿薬に従TiLT=宵の世帯が,昭和 40年 (1965) 25%で
あっT=ものが,昭和 53年 (1978)には20% と激減 しており,このことは,点茶依存Bfの
低下を示すものである｡
表 7- 5 盟家戸数の推移
捻戸数 専 葵 別 内 訳 経 営 耕 地 規 模 別 内 訳
噂 英 第 1躍 第 2種 例外 0.5ha 0.5- 1.0- i,5-メ 2.0.～ 3.Oha.1' -
兼 業 兼 業 蛋 未満(-3) 1,0(3--5) 1.5lza(5-7) 2.Oha(7-10 3,OJFa(10-2) 訣上(20-ラ
昭和 I`O年 2,157 315 974 868 0 873 982 279 19 4 0
昭和 45年 2.094 112 778 1.204 0 847 923 291 30 3 0
昭和 48年 2,050 75 650 1.32ち 0820 9171 285 25 3 0
表7- 6 戯家人口および血祭就菜音数の推移
(単位 :人)
1 出 家 人 口 良薬 就 業 者 数 左のうら王 として段菜に従軍 LT=人数
計 男 女 汁 男 ~女 計 男 衣
昭和 40年 10.740 5′196 5.544 7,92O 3.757 4,163 2,746 I,244 1.502
昭 和 45年 9.813 4.706 5.]U7 6,83Ⅰ 3.374 3.457 1,356 654 702
昭 和 48年 8,610 4.175 J4,136 5,895 2,640 2.955 I.150 475 675
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(2) 虚 業 生 産
衷 7-7 農業生産物の推移
昭和 4 0年 昭和 4 6年 昭 和 5 3年
作付面前(飼養頭羽敬)生産砧 粗 生産 額 作付面前(飼亜或羽数)生籍丘 粗 生産 額 作寸面6-(飼養頭羽数)生産丘 粗 生産 額
栄 ha トン 瓦だ円 ha トン 丘万円 ha トン 配円1,091 3,486 360 845 3.588 497 830 3.820 1.103
鼻 筋 444 1.055 46 22 60 5 5 12 2
雑 穀 豆 類 72 84 7 38 45 5 26 112 25
い も 頬 37 522 15 20 292 10 15 271 9
野 虫 (施設) 239 3,539 104 207 2.910 162 83 2.028 112
野 菜 (露臓)
火 樹 101 1,391 78 122 I,187 197 128 1.328 200
花 き 106 6 1.877 16 62 722 7
工 芸 作 物 191 1,650 177 150 1,521 332 85 1,020 51
飼 料 作 物 - - 23 0 0 43 0 0
その他所揮作物 - - 4 13 -
養 蚕 (秦) 2 2 1 2 2 3 2 2 I
肉 牛 480 2 1 163 15 45 5
乳 牛 175 191 6 94 380 30 60 380 26
豚 200 9 150 2 -
fこ わ と り 80.000 772 136 100,000 2.039 366 100,000 2-039 366






虫 ともに全国 1位である｡岡山!･tT:南部の地域は,イ革栽培の自然条件に題 しているといわれ,出
航町は,イ革栽培地域の西]股 にあり,外縁線上にあT=るC
- 78-
昭 37 38 39 40 41 42 43 44 45 16 47 48 ⊥I9 50 51 52 53












































期 間 1- 3月完成
2,680.000円
725.000円




排 水 願 8 03m
独立 水路 80m
換地計軌ま.川辺土地改良区が行い,怨地配分番長会を設置して,戯京間の-意見を7用いて詞厳













補 助 金 〔芸 :',≡0272'..00.0.R
金融公庫 1,827.000円








≡. 真 備町 にお け る都市 化 に伴 な う農業構 造 の変貌
具備町は,昭和44年を底として人口が減少していf:が,水島工業地帯の発展 とともに住宅ブ














以上のようrl,i"1地の胡鰍 ま当然,恩菜足留の規掛 こも影響菅もTこらす｡貴 7-9,襲 7- 10
は,農家戸数の推移 と,それを経営耕地規模別にみT=ものをそTl,ぞれ示しているDまず,乗 7-
9をみると,見家戸数自体が漸減悔向にあり,脱良家,兼業化が進んでいることがわかる｡まT=,





















夫 7- 8 Jjl備町における新地面積の推移
＼ 耕地 面崩 田 旭
昭和 32 1.650九a I,24lha 408ね
38 1.653 1.238 4 15
39 1.640 1.230 LI12
40 1,640 1,230 412 (186)
LI1 I,600 1.220 388
42 1.600 1,200 395
43 1,600 1,200 394
44 1.580 1,200 383
45 1,580 1,190 383 (195)
46 1,540 1.160 382 (194)
47
48 1,440 1.070 370 (】90)
49 i
50 1.380 】,040 344 (207)
51 1,330 】,010 324 (193)
52 1,280 965 3 19 (193)
53 1,230 915 3 15 (198)




盟家敬 昭和 35年 40 45 50
総 数 (戸) 2.227 2,157 2,094 1,978
専 業 没 家 835 315 112 76








昭和 35年 40 ′15 50
図7- 3 i;'jia缶町の6-･兼業別農家数の推移
表 7- 10 経営耕地規模別内訳
昭和 40年 LlS 48 55
0,5lLa 未 満 873戸 847 820 929
0.5-- 1.Ojza 9B2 923 917 825
i.0～ 1.5ha 279 291 285 190
1.5′- 2.0/【a 1ー9 30 25 31
2.0～ 3.Oha 4 3 3 3
注) 昭和 40, 50年 世界毘選センサスによる
/7 48, 55年 共傭町役場資料による
四.某倫町における農業の展望
昭和 54年の市街化区域設定を機に,昭和 55年 2月 ｢耳偏/i_t'3兼振興地域整備計画｣が,真備





















































































昭和 26年の岡田とIIL辺の合併時の県への届によれば.足袋と瓦が特に目につく｡(表 8- 1
参照)しかし.今はどちらもほとんど残っていない｡















そ 製 花 洋 足 せ 種別
の 瓦
他 油 珪 瓦 袋 油
岡田村
8 柔 毛 菟
i さ宣子
1 ヽ 1日辺雲 高 §'i 至
呂88 8 81 ー ■ 村
t; ､ ∠ゝ⊂コ計
毒 看 80. /i 萱 柔 毛 菟
によって,井偏町の都市化が進み,まfこ鉄工センターや被服工場の立地が行なわれTこためと考え
られる｡ (表 8- 2参照)
- 90-
表 8- 2 産業中分類別事業所数 ,従兼音数及び製造品出荷額等 (全事業所 )
絵 数 食 料 品 数 造 築
①*#所歎 ②従業者数 @ Ld薬所当 りの従業 ④ 穀遁晶出G C(万 円 ) q) @ a @
昭和 30年 43 147 3.4 6.loo 5 12 10,0 534
35 49 206 4.2 一丁.662 7 43 5,959
42 54 555 103 59148 3 30 1,91
45 65 817 12.6 132.047 5 44 8.8 2,3Ll5
46LL 68 939 13.8 1561422 4 26 6.5 1.908
47 86 996 ll.6 2L7.110 6 19 3.2 1.753
489 93 1.141 12_3 303.689 5 16 3.2 2,137
93 1.165 12.5 427.201 16 3.2 2.720
50 9 ,078 0.9 422278 9 8 1720
51 103 1.131 ll.0 512.069 5 20 4.0 1,804
52 101 1,151 ll.4 670.620 5 18 3､6 2,655
# # I # パルプ .紙 .紙加工品製造薬
① ⑨ ③ ㊨ ① ② ③ @
昭和 30年542 1 X 又 Xi 2 39 13,0 19,720
46 3 13 4.3 587 2 109 27.3 43,000
47 8 26 3.3 2,001 3 55 13.8 24,420
48 9 33 37 4.995 3 47 15.7 35,525
49 9 34 3.8 3,986 3 42 14.0 31,080
50 10 34 3.4 5.763 3 36 12.0 23.026
51 15 56 3.7 7.188 3 35 ll.7 25.679
52 13 51 3.9 9.043 3 32 10.7 33,227
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出版 .印刷 .同関連座薬 ゴム製品 製造業
(》串薬所数 ②従兼音数 ③ 1事業所当りの従業員 ④ 製造品出荷 額(万 円) (ら ② @ ④
昭和 305 2 Ⅹ Ⅹ Ⅹ 1 Ⅹ X X42 1 92 40 3,775
45 1 Ⅹ Ⅹ X 2 100 33.3 3.419
46 1 X 冗t X 3 76 25.3 5.471
47 1 Xt X 3 75 25.0 5.954
48 1 Ⅹ Xl 4 81 20.3 7.484
49 1 Ⅹ Ⅹ Ⅹ 5 113 22.6 13,993
50 1 Ⅹ 冗 Ⅹ 5 72 14.4 8.943
51 1 X Ⅹ Ⅹ 2 X Ⅹ I; Ⅹ
52 1 又 X 又 2 X X Il x
53 1 X X X 2 l lx F X i x
tE気機械器具製造業 機送用機械器具製造業
① ② ③ ④ ① @ ③ ㊨
昭和 30年542 2 X Ⅹ Ⅹ 2 91 15.2 6.605
46 2 70 17.5 4.602 - - - -
47 2 X Ⅹ Ⅹ 2 74 18.5 5.870
48 4 97 24.3 4,842 3 24 8.0 1.360
49 3 129 43.0 47.385 3 Ⅹ 冗 Ⅹ
50 2 Ⅹ X Ⅹ 5 30 6.0 5,962
51 4 132 33.0 79,337 4 15 3.8 1,915
52 5 202 40.4 241,399 3 14 4.7 1.545
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衣服その他の繊維製品製造業 木 材 .木 製 品 製 造 業 l
①事業所数 ⑧従業者数 ③ 1業所当 りの従業 ① 魁温良出荷(方 円 ) ① a ③ ④
昭和 30年 2 X 16.1 X 6 25 9.5 1.463
35 1 X 文 8 54 5,311
42 9 145 9.948 57 ll042
45 ll 168 15.3 14,094 5 53 10.6 19.594
46 ll 186 16.9 17.353 7 70 10.0 25,021.
47 13 192 14.8 18.721 7 57 8.1 27.644
48 19 347 18.3 28.170 7 57 8.1 34,342
49 17 291 17.1 36.909 7 61 8.7 33.206
50 17 267 157 52,495 7 56 8.0 59.169
51 21 337 16.0 64.021 7 55 7.9 60.057
52 17 298 17.5 43.875 7 55 Il 7.9 64.594
家 具 .装 備 品 製 造 業 窯業 .土石製品製造業
(D ② ③ @ ① ② @ ㊨
昭和30年542 2 63 22.5 12.苛OO 7135 16305 3.0 3988653
45 3 75 25.0 18.CISl 7 25 3.6 1.745
46 2 冗 Ⅹ X 8 38 4.8 3,764
47 3 75 25.0 29.195 ll 56 5.I 8,328
48 3 48 16.0 4.I.934 10 58 5.8 12,207
49 3 49 16.3 56.848 10 59 5.9 14.467
50 3 50 16.7 42.017 ll 61 5.5 14,765
51 3 45 15.0 69.814 10 60 6,0 17.491
52 3 41 13.7 3.6,428 9 62 6.9 23,768
53 3 37 12.3 31.508 91 56: 6.21 28,716
｣ 9:i -
_非 鉄 金 屑 製 造 業 金 属 製 品 製 造 業
①事業所数 a従業者数 ③ 1某所当 りの柾薬-I ④ 製造品出荷 額(万 円 ) ① l ② ③ ④
昭和 30年5426 1 X X X 13 X146 X48.7 X12.694
47 - X X 6 171 28.5 40.337
8 4 29 323 6 1
9 1 X 5 3 62 21214
50 1 X X Ⅹ 4 26 6.5 17,699
51 1 X X Xt 3 10 3.3 1,590
52 7 44 6.3 27.552
一般機械結具製造業 そ の他 の 製造 業
① ② ③ ④ ① ② ③ ④
昭和 30年542 1 X X Ⅹ ll1623 41531 6,7 2,57449196
45 22 222 .10,1 46.474
46 21 205 9.8 42,022
47 21 196 9.3 52,887
8 9 77 9.3 6171
49 3 131 43.7 77.760 18 167 9.3 83,613
50 4 138 34.5 72.260 20 172 8.6 70,750
51 3 130 43.3 82.351 20 174 8.7 83,710
52 4 128 32.0 66,244 20 158 7.9 102.099
資料 :工業統計.市町村要覧
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事業所数の推移では,総数は昭和 45年には65事業所であったのが.昭和 53年には 99事
業所 と.約 1,5倍に増加している｡その間.昭和 51年までは一時休止はあったものの(昭和48




木材･木製品製造某 .食料,好一製近業,家具 ･装備品魁造築.パルプ･紙 ･紙加工品製造業,出版
･印刷 ･同関連産弟などはほとんど変化がみられない.これは,ある倭の技術が必要な工業であ
るために安定しているものといえるo (図8-1参照 )
従業者数の推移では,総数は昭和 45年には8 I7人であったのが,昭和 53年には1,124






はわずかに増加 しているものの,それ以外は減少または-定であるOゴム製品.製造熟 ま昭和 50




図 8- 1 事 業 所 数 の 推 移
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jq 40 41 4S Jt) 35 咋)
図 8-2 従 業 者 教 の 推 移
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1却菜所当 りの従業者数は.昭和 45年には 12.6人であったが,昭和 53年では 11･4人 と
わずかではあるが減少 している｡この減少憤向は昭和 47年頃からである｡
1事某所当りの従業者数をI 10人以下,皿 10- 20人 ,u120人以上 と分類してみようO
昭和 46年では,Ⅰは繊維工業 ,食料品製造業,窯業 ･土石製品製造業 .皿は衣眼 .その他の繊
維製品製造築 ,木材 ･木製品製造業.屯気機械斡具製造業 .輸送用機械器具製造業 .Ⅲは家具 ･
装備品製造業 .ゴム製品製造業,パルプ ･紙 ･紙加工品製造業 .金属製品製造業 と分類できたO




山工場 ぐらいのものである｡ (図 8- 3参照 )
製造品出荷額は,昭和 45年には 132,047万円であったのが.昭和 53年には 939.294





の他は少 しずつ徐々に増加 しているものが多い｡(図8- 4参照 )
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S37 41 43 45 47 49 51
図 9- 2 商店総数と従業者数別大型店数の推移
一･104-
商店数





調味料.食肉.鮮魚,野菜 ･果物,薬子 ･パン,米穀,他の飲食品,燃料.タバコ,日用品 ･雑貨
ら.日常よく買うもので.それぞれの宿品について 1週間のうちに買っTこ回数と店の場所を答えて
もらった｡同様にして.tl類は婦人 ･子供服.くつ ･履物,身の回り品,金物 .荒物.屯気動品,
薬,化粧品,宙籍,雑鉦.紙 ･文男具,写貞槻 ･材料とし, 3ケ月間に買ったlnj数と店の場所,孤
類は呉服 ･服地,坦具,男子服.かばん ･袋物,家具,陶磁軌 家慶用機械,運動具,玩只,楽器,
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図9- 6 辻 田 における商圏
一一08-
Ⅱ 類




















































Eていに行 くo A.Ⅲ類はやはり,町内自給率は減少するが,倉敷の依存もそれ程伸びない｡ こ こ
では矢掛への依存度が点数におとらず砧いのが大きな特徴となっている.




































図9- 22 下二 万 にお け る商 Bl
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倉､ 敷市二 シ ナ ■ その他
万






























調査である｢地域研究 ｣の講座の一環 として,｢現場 ｣での社会科教育の実権削まどうなのか知ろ
う,ということになった｡そこで,｢地域の小学校及び中学校における社会科教育の歴史的展開
と現状 ｣を調査研究の課題 として設定 したが,本舗香においては,社会科教育の現状･に限定 して
調萱を行 うこととなったo
昭和55年度の｢地域研究 ｣では吉備郡頚備町が調査地 となったため,我々の調査対象は真備
町内の6つの小学校 (岡臥 川辺,二万 ,興味.顔 ,酒田の各小学校 )と中学校 1校 (共備中学
校 )となった｡学校別の児還生徒数及び教艮故は-& 10- 1の通 りである.
表 10-1 詩編町内の学校別児塵生徒数及び教員数 (1980年 5月末現在 )
<小学校> (単位 :人,( )内は学級数 )
読㌣ 1 2 3 4 5 6 l 計 教 員 数
岡 田 小 90 103 112 94 93 87 579 23
(2) (3) (3) (3) (3) (2) (16)
川 辺 小 70 80 60 71 65 54 400 16
(2) (2) (2) (2) (2) (2) (12)
二 万 小 74 74 71 62 62 56 399 17
(2) (2) (2) (2) (2) (2) (12)
呉 妹 小 37 37 46 JIB 41 43 252 ll
(1) (1) (2) (2) (1) (1 ) (6)
蘭 小 97 100 111 71 81 69 529 19
(3) (3) (3) (2) (2) (2) (15)
箭 田 中 103 99 116 102 114 112 646 28
(3) (3) (3) (3) (3) (3) (1十18)
計 471 492 515 447 454 418 2,797 114
<中学校>
1 2 3 計 教 員 数
頁 備 中 335 285 286 906 40
弟備町内での調査に入る酌に,設定 した鮮度をさらに細かく7つの視点に分け,事前にそれぞ
れの項目について文献その他を参考に研究を行ったOその7つの視点とは以下の通 りである.






4. 1民主教育,平和激育 ｣｢環境 ,資源 ｣についての指導の実闇 ,努力 ,苦心
5,学校でなされている研究会活動でもっとも力点をおいている課題は何かo社会科教育に的
する研究宿動は何を課題 としているか0
6. 日数組数研 ,民rtu教育遊戯はどのように受けとめられ ,どのように実践きれているのか｡
7. 地域教材はどのように実践に利用されているか｡利用されないとすれば何故か｡
定収休暇までに全般的な研究をすませ,さらに7月 15日から19日までの5日間の合宿調査
を実のあるものにするTこめ,別 fjに町内の ｢小学生 ｣｢中学生｣｢先生 ｣｢学校 ｣を対象にアン





























1 2 3 4 5 6 そ の 他 計
多 い 2 0 1 l 1 3 2 10









1 2 3 4 5 6 そ の 他 計
ちよ うどよい 6 2 6 2 3 0 4 22









1 2 3 4 5 6 そ の 他 計
社 会科 が 多い 0 0 0 0 0 0 0 0
ちようどよい 7 3 9 4 5 1 8 37
無解答 4人
<中学校>
社 会科 が多い 0
ちようどよ い 2
無解答 】人
4. 授業計画をたてる場合 ,行事などで長英がつぶれることを予想 して年間の授業時数をみつ
もりますか｡
く小学校>
1 2 3 4 5 6 そ の 他 計
見 取 も る 8 7 7 5 5 3 10 45
無解答 2人
<中学校>




1 2 3 4 こ) 6 そ の 他 計
よ く あ る 0 0 0 1 0 0 0 1




よ く あ る 0
ときどきある 0
6. (小学校 )学年では特に重点を際く教科かありますか｡
1 2 3 4 5 6 計
国 語 8 1 4 3 2 18
算 数 1 1 4 5 1 1 13
社 会 2 2 4
理 科 1 l
図 工 I I 1
音 楽 0






6. (中学校 )第 1･2学年で歴史 .此風 帝 3学年で公民を教えると決められていることに
対してどう思われますか｡






















































































表 12-1-1 ① 学年別各教科の好 きな順位 (数字は男)
順位学年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 調理人数
小 1 生 体86.0 図80.4 A日74.8 7誉) 理71.0 国66,3 ?65.2 LN440
2 休86.9 図82,2 壁77.9 音57.9 罪47_9 4碧) 国37.3 469
3 体88.0 図80.0 Alヨ71,0 哩70.0 算65.0 6妻) 国44.0 457
4 体88.2 図81.1 理72.0 コゝニEl69.9 穿67.2 6慧) 国44.3 414
5 家 図 体 社 辞 壁 Atヨ 国 447
83.6 82.1 81,8 63.3 63.1 63.1 56.4 55.5
6 体80.3 図73.6 7警) 罪65.4 秦58.9 理58.7 国57.2 AE]47.9 405
申 1 生 英 敬 7苧) 体 哩 美 技家 土lヨ 国 保 33176.4 72.9 62.0 51.9 47.7 39.6 38.4 33.0 32.1
2 体 技家 理 英 社46_4 数 莱 育 国 煤 27660.5 52.5 50.5 49.5 38.5 34.5 31.8 27.3 7.6
3 体 英 社 哩 美 技家 !数 コ:こEI 保 国 284
表 12- 1- 1 ② 学年別各教科の嫌いな順位 (数字は穿)
忘竺 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
小 1 生 昇 社 理 土亡lヨ 図 国 休12.8 12,0 ll.5 ll.0 9.9 9.8 6.3
2 算21.5 コユニlヨ18,1 国16.9 1慧) 哩4.5 図3.6 体3.6
3 困21.3 符17.1 コ:亡lヨ15.5 社4.9 翠8.0 図7.4 体4.1
4 国12.9 1!) コ三一二日12.5 由9.1 理6.0 図5.3 体4.3
5 育 社 罪 国 哩 図 体
22.2 14. 10.9 10.9 7.6 4.5 3.6
6 育 理 衣 国 図 界 管) 体22.0 17.5 14.2 la2 ll.1 ll.0 6.4
中 1 生 保 土こ日 技家 理 莱 国 体 杜 英 数
39.1 29.2 28.4 23.7 21.4 13.7 ll.4 8.8 6.4 4.3
2 保 美 Alヨ 2誉) 冒 教 英 技家 理 体51.5 32.3 31.7 20.5 15.1 14.8 14.3 12.9 ll.7
3 育 煤 技家 薮 兵 美 哩 国 社 体
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図 12-1-1 ① 各教科別の好き嫌いの学年推移
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? ? ? ? ?
表 12-1-2 ① 甥女別各教科の好きfL敬位 (数字は男)
学年 順位男女別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 調査人数
小1坐 男 体88.2 図82.7 嘩77,8 国70.4 杜69. 算65.2 AE】64.1 帆221
~女 よこlヨ85.3 図83.9 国7al 理77.1G菅7 井65,2 図62.8 219
2 男 体88,1 図84,2 理80,6 罪53i8G-!2 二と乙lヨ39,6 国37.8 254
女 体85.4 図80.0 コ1こlヨ79,1 瑚74.9亡霊 ?41.0 国36.7 220
3 罪 体92.0 図80,0 倭78,0 #67,0(誓D 普48.0t 国38,0 223
女 =亡EE392.0)体83.0 図81.0 界65.0 哩64.0 杜3.0 国52.0 234
4 罪 体89.6 理87.8 図83.3 罪68,6 6蜜) コと二日50,9 国40.3 212
衣 音89.7 体86,7 図78_9 許65_7 理57.6 杜5_0 国48.3 202
5 罪 体85.7 図84.7 理78.5 蘇74.4.(管 El60.5 国50,7 育33.2 223
女 家 図 コ●日 体 畠 国 社 理 22492.9 79,5 79,5 78.2 66.I 60_3 58.0 47.7
6 男 体88.9 図81.3 杜76_6 堤74.負 ?67.0 国47.0 家41,4 aE124.4 205
衣 家73.7 Atヨ71.9 体71.8 T汁; 図65.9 罪63.6 &63.2 潔42.7 200
中1坐 輿 敬 社78.4 莱 理 柿 莱 技家 国 上こE] 保 167
79.1 74ー1 69.5 67.5 51.5 44ー8 28_4 24.4 14.1
女 英 敬 6蜜) 体 育 実 国 理 技家 保 16478.7 66.7 56.8 52.5 37,8 37.6 34.1 33.7 28.3
2 罪 理 体 社 技家 輿 数 美 国 育 煤 14764.1 62.3 55,1 53.9 50.7 45.6 24,1 18,4 14,0 8,3
女 体 技家 育 英 糞 国社顔 敬 煤 149
58.6 51.1 50.7 48.1 Jl6.2 36. 6.4 35,9 30.5 7.0
3 輿 哩 体 5!? 技家 輿 栄 敬 保 国 コとニーヨ 135
61.7 61.3 46.3 44.9 39,7 26.7 24.3 17.7 lO.4







表 12-1-2 ② 男女別各教科の嫌いな順位 (数字は%)
学年 順位男女 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
小1壁 罪 二亡こ日 社 算 図 国 理 体
15.5 14.0 13.1 10.3 8.6 7.3 6.4
女 図12.5 早12.5辞 o 理9.3 国7.7 よこヨ`6.7 体6.3
2 男 A日 罪 面 社 体 理 図31.2 21.3 18.9 ll.8 4.4 3.6 3.6
衣 罪 国 社 哩 図 体 土こ-ヨ
21.7 14.7 9.6 5.5 3.6 之7 2.7
3 男 国 コ:r二日 社 早 理 図 体30.9 26.3 16.6 15.7 9_0 5.4 2_7
衣 算18.3 社ll.5 由10.6 図1.8 体6.8 理6.7 ilヨ0.9
4 男 土日1号.4 国13.6 算9,5 社8,0 図4.3 体4.3 哩3.5
女 (!, 国12.2 罪8.8 理&3 図6.4 コ1二一ヨ6.4 体4.4
5 刀 コ 二ゝ日 国 昇 社12.1 家 壁 体 図36.2 16.6 16.1 8.6 5.4 4.5 4.4
女 体 (誉6 算 理 Alヨ 国 図 蘇26.7 ll.2 ll.0 6.4 5.3 4.5 0.9
6 男 立日 家 国 算 理 図 杜6.8 体40.5 21.2 18.0 9_9 7.8 7.7 1.5
女 理 図 社 ･井 体 家 国 AE】
27_2 14.6 13-5 12.1 12.0 8.3 6.0 3.0
中1生 罪 保 コ=⊂日 疫哀 国 美 鍾 英 体 敬 (管2
46.1 42.1 21,8 20.4 17.2 ll.0 8,0 6,7 4.9
女 理 技家 保 美 コ±亡日 体 社 国 英 敬
36.6 35.0 31.9 25.6 16.7 16.1 13_ 7.3 4.9 3.7
2 男 保 音 美 国 社 技家 莱 数 体 哩
56.3 49_.0 41.4 25.2 19.7埋 14.9莱 12.0体 10.2国 83 7.0女 保 杜 実 敬 技家 育
4&2 31. 22,0 20.6 19,1 17.8 15.6 15.3 13_7 13.4
3 男 二亡こ日 保 英 国 敬 美 技家 体 社 理57ー8 32.3 30.1 30.0 2之2 20.7 20.1 ll.0 7.4 7.1




であることが好 きな理由のように思える｡けれども,表 12-1-1からは,残 りの教科に比べ
て社会科に対する学習意欲は決 して遜色があるとは思えないO先生方の印象 と児童生徒のアンケ
- 140-












結果に基づいて考察する｡アンケー ト内容は,小 1 ･2生は｢社会科でおもしろいこと,わかり
にくいことはどんなことですかo｣の問いに記述式で,小3生以上は｢社会科を好きな理由は何
ですか.きらいな理由は何ですか｡｣の雪間に 15項目の選択肢を設けて霊視選択可として解答




衰 12-1-3 (∋ 社会科でおもしろいこと
噸 位 項 目 割合(%)
1 給食センターの見学 24.3
2 テ レ ビ 21.6
3 た ん け ん 1し),7
4 朝の会 .終 りの会の勉強 8.2
表 12-I-3 (む 社会科でおもしろいこと
順 位 項 目: 割合(渇
1 見 学 29.3
2 テ レ ビ 24.9
3 田 うえ .田んぼにいつたこと 12.8
4 スーパー .デパー トの見学 6.4
表 12-1-4 (∋ 社会科でわか りに くいこと
順 位 項 目 割合傍)
1 給食センターのようす 1.8
2 朝の会 .終 りの会の勉強 1.1
3 教 科 称 0.5
3 テ レ ビ 0.5
表 12-1-4 (む 社会科でわか りに くいこと
順 位 項 目 割合扮
1 ア ス ト 19.2
2 さかなやのようす 6.2
3 スーパー .デパー トのようす 4.3
4 田 うえのようす 4.1
5 商店街のようす 2.6
も含めると,小 1生全体oIj約 40%(以下,%の数字は全児童軟に対する解芥数の削合をあらわ
す ),テレビは約 20%の児釦 三あげている｡小2生では,見学をあげた児童が約 50%,テレ
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と,60- 70%の児雇があげている｡また小3- 4生になると,地図を見ることに興味を抱 く








おもしろい(32%),地図 (29%),見学 (25%)と続く(表 12-I-5 )｡嫌いな理由
のトップは授業がおもしろくない(3%)である(表 12-1-6)0















































第2節 教材 と学習意欲 - (学習対象 と学習意欲 )-
授業を進めてい く上で教材 と子どもT=らの学習意欲 とは深い関係があるように思われる｡それ
では子 どもたらはどんな教材に興味を起 こし,意欲をもつのであろうか｡
小学校低学年 (1･2年生 )の子 どもたらに ,社会科で ｢お もしろいことはどんなことですか｣
｢わか りに くいことはどんなことですか ｣というアンケー ト調査を行 った｡表 12-2-1,麦
12-2-2のような結果が出た｡
表 12- 2-1 児童の学習意欲 - おもしろいこと(1･2年生 ) -
男 人数 女 人数
年 給食センターの見学 56 テレビ 52
テレビ 43 給食センターの見学 51
たんけん 24 朝の会 .終 りの会の勉強 25
朝の会 .終 りの会の勉強 ll たんりん 23
はけんしっの見学 8 はけんしっの見学 8
教科習 3 先生の話 6
先生の話 2 教科西 2
男 人数 女 人数
見学 71 見学 65
テレビ 55 テレビ 62
田うえ .田んぼに行 ったこと 31 田 うえ .田んはに行 ったこと 29
年 スーパー .デパー トの見学 19 スーパー .デパートの見学 ll
教科書 6 教科lgf 6
お母さんの工夫の勉強 3 お母 さんの工夫の勉強 5
パン屋の見学 ●3 テス ト 5
表 12- 2-2 児童の学習志欲 - わか りに くいこと(112年生 ) -
男 人数 女 人数
朝の会 .終 りの会の勉強 3 給食センターのようす 8
年 テレビ 2 朝の会 .終 りの会の勉強教科野 2
男 人数 衣 人数
テス ト 50 テス ト 40
田 うえのようす 13 さかな屋のようす 17
スーパー .デパー トの ようす 12 スーパー .デパー トのようす 8
年 きかな屋の ようす 12 田うえのようす 6
商店街のようす 7 商店街のようす 5
ノー トのとり方 3 ノー トの とり方 3
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これを｢教材 ｣の側面から整理したものが蓑 12-2-3であるQ
表 12-2-3 教材と学習志欲 (1･2年生)
教材 わかりやすい わかりにくい
男 (～衣 (〟 男 山女 UJ
- 給食センター 56 52 0 8l
年 はけんしっ 8 8 0 0
田うえのようす 31 29 13 6
スーパーのようす 19 ll 12 8
お母さんの工夫 3 5 0 0
年 パン屋のようす 3 0 0 0
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%の分J引ま生徒数 ( )内 湾
教 科 苫 授 業 資 料 地 図
人 物 人 (狗 人 (罪) 物
3午 全 135( 9.3) 166(ll.5) 177(12.2) (14.1)
男 74 (10 . 1 ) 80(10.9) 87(ll.8) (14.4 )
衣 61( 8.7) 86(12.2) 90(12.8) (13_8)
4午 全 111(10.2) 112(10.3 ) 140(12,9) (14.9)
男 79(ll,7) 69(10.2) 85(12,6)
女 32( 7.8) 4? (10.5) 55(13,4 )
小5 全 96( 6.7) 199(14.0) 318(22.4) (14.2 )
男 54( 7.0 ) 98(12.7) 179(23.1)
女 42( 6.5) 101(15.6) 139(21.5)
小6 全 128( 8.4) 206(13 ,4 ) 334(22.4) ( 7.6)
男 83( 9.5) 112(12.9) 197(22.7)
女 45( 6.7) 94(14.1) 147(22.0)
中 全 62(ll,5 ) 112(20.8) 94 (17.4 ) ( 2.0)
1 男 46(12.6) 75(20.4 ) 72(19.6)
女 16( 9.2) 37(21.4 ) 22(12,7)
中2 全 37(10.6) 59(16,9) 81(26.9) ( 1.4 )
盟 22( 6,7) 40(12.2) 59(18.0)
女 15( 6ー2) 19(16.8) 22(30.9)
中3 全 20( 7.7) 55(20.3) 53(19.5) ( 0.0 )罪 . 13( 8.1) 30(18.8) 32(20.0)


























どのような学習方法が子どもたちの興味 ･関心を引きつけ ,学習意欲を起 こさせ,授業への現
俸的参加を促すのであろうかO
学習過程における方法的諸要因として ① 授業 (教師の詰 ) ② 授業の進め方 ⑤ 見学をする
④ テレビを見る ① 地図を使 う ⑥ 資料でさがす ⑦ 発表する ㊥ スライ ドを見る ㊥ テス トな
どが考えられるが ,子どい こちは一体 どんな学習方法 (要素 )に意欲を燃やすのであろうかC前
掲の炎 12-2-1,表 12-2-2を方法的要素の側面か ら整理し,集計 したものが衷 12-
3-1であるO
衷 1213- 1 学習方法と児童の学習窟欲 (おもしろい)- 1･2年 -
方 法 男 山 女 レJ
- 見 学 88 82
テ レ ビ 43 52
年 授 業 13 21
教 科 Lf 3 2
見 学 126 109
年 テ レ ビ 55 62
衷 12-3-1から,テレビ,見学 とい う方法が圧倒的に多いことが注目される｡ これは教材




うことに幽するアノケー ト調査 (後抱資料参照 )を行 ったところ.次のような結果 となった.
表 12-3-2 学習方法 と学習意欲 (おもしろい.わかる)- (1)全体的分析
男の分母は生徒数
3- 6年生レJ % 中 学 生CJ 質
教 師 797 43 281 31
授 業 648 35 226 25
教 科 古 470 26 119 13
ff 科 879 48 241 27
地 図 683 37 16 1.8
発 議 515 28 173 19
見 学 452 25 13 1.4
ス ラ イ ド 284 15 39 4.3
テ レ ビ 479 27 52 I 5.8
- 150-
鼓 12-3-3 学習方法と学習意欲 (おもしろくない,わからない )- (I)全体的分析
%の分母は生徒数
3-6年生(刃 % 中 学 生(刃 %
教 師 119 6.5 64 7,1
授 業 115 6.3 110 12
教 科 哲 135 7.4 54 6.0
資 料 71 3.9 34 3.8
地 図 53 2.9 4 0.4
発 表 64 3.5 20 2.2
見 学 16 0.9 17 1.9
ス ラ イ ド ll 0.5 1 0.1
7 レ ビ 13 】 0.7 21 2.3
表12-3-4 学習方法と学習意欲 (お もしろい,わかる)- (2)学年別分析
%の分母は生徒数
3年生 % 4年生l% 5年生 d7/t} 6年生 % 中 学1 年 % 中 学2 年 % 中 学3 年 %
教 師 183 36 127 28 214 47 273 65 147 44 52 18 82 29
授 業 166 32 112 25 16L1 36 206 49 112 36 59 21 55 19
教 科宙 135 26 111 25 96 21 128 3】 62 19 37 13 20 7.0
資 料 177 34 140 31 318 70 344 82 94 28 94 33 53 1.9
地 図 203 39 161 36 202 4Jl 117 28 ll 3.3 5 1.8 00
発 光 154 3() 1】6 26 12B 28 l17 28 70 21 64 23 39 14
見 学 137 27 133 30 79 17 103 25 9 2.7 3 1.1 ユ 0.4
スライ ド 109 21 73 16 55 12 47 ll 13 3.9 22 7.8 4 1.4
表 12-3-5 学習方法 と学習意欲 (お もしろくない,わか りにくい )- (2)学年別分析
男の分母は生徒数
3年生 % 4年生 % 5年生 Yo 6年生 ■ 中 学1 年 % 中 学2 年 罪 中 学3 年 %
教 師 47 9.1 26 5.8 31 6.8 .15 3,6 4 1.2 56 20 6 2.1
授 菜 32I6.2 32 7.1 39 &6 写2 5.3 9 2,7 63 22 28 13
教 科 番 40 7.8 33 7.4 42 9.3 20 4.8 5 1.5 9 3.2 30 ll
資 料 27 5.2 9 2.0 22 4,8 13 I.3 5 1.5 12 4.3 17 6.0
地 図 29 5.6 9 aO 8 1.8 7 1.7 00 2 0.7 2 0.7
発 表 34 6.6 7 1.6 16 a5 7 1.7 00 7 2.5 13 4.6
見 学 9 1.7 3 0.7 3 0.7 1 0.2 2 0.6 8 2.8 7 a5
スライ ド 6 一.2】 1 0.2 3 0.7 1 0.2 00 1 0.4 00
- 15'トー
表 12- 3-6 学習方法と学習意欲 (おもしろい,わかる)- (3)男女別分析
男の分母は生徒数
3 - 6 年 生 中 学 生
罪 罪 女 % 男 % 女 罪
教 師 405 47 392 46 164 37 117 26
授 業 3.30 39 315 37 145 33 81 18
教 科 曲 290 34 180 21 81 18 38 8,6
資 料 548 63 431 50 163 36 78 18
地 図 3'91 45 292 34 12 2_7 4 0.g
発 表 300 35 215 25 125 28 48 ll
見 学 258 30 194 23 10 2_2 3 0.7
スライド 173 20 111 13 26 5.8 13 2.9
衰 12-3-7 学習方法と学習意欲 (お もしろくない,わかりにくい )- (3)男女別分析
男の分母は生徒数
3 ′- 6 年 生 中 学 生
刀 % 女 % 男 罪 女 %
教 師 61 7.1 58 6.7 38 8.5 28 6.3
授 業 36 4.2 79 9.2 49 ll 61 14
教 科 笥 67 7,8 68 7.9 26 5.8 28 6.3
資 料 38 4.4 33 3,8 17 3.8 17 3,8
地 図 20 2_3 33 3.8 2 0.4 2 0.5
発 表 32 3,7 32 3.7 7 1.6 13 2.9
見 学 12 1.4 4 0.5 10 2_2 7 1,6
スライド 5 0.6 6 0.7 1 0.2 0 0
テ レ ビ 5 0.3 10 1.2】 5l l_1 16 1 3.6
以上の表 12-3-4か ら見ると学習意欲は小学生から中学生になるに従 ってすべての学習方
法の単葉において割合が低くな っている｡特に｢地図｣｢見学｣｢テレビ｣が顕著である｡これ
らはすべて便 っf=り,行 ったりする嶺会があまりないf=めに起こるのではないかと思われるO全
体的分析について,小学生では,学習意欲を示す方法的要素については,① 資料 ② 教師 ③ 地
図 ④ 授業 ㊥ 発表 ⑥ テレビという噸であっT=｡教科音でさえ2670もあっT=｡まT:.見学 ,
スライド,テレビなど五感を働かすものを合計すれば67男で第1位になる｡これは注目すべき




次に,学習意欲のマイナス要因に関 してであるが ,諸要因としては,小学生が ① 教科訂 ②
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教師の見た学習意欲については,① ｢低学年は自分の身の回りのことに関心を示す｣ ② ｢高
学年になるほど全般的に意欲が落ち,学習意欲のある子とない子の差が大きくなる｣ ③ ｢女子
































⑧ 生酒や経験に結びつけながら知識を深め学習 したことを再び生掛 こかえていくもの｡
④ 個人又はケル-プで社会事象を目や足で事実を調べる体験学習｡
我々は,決 して｢人だけでは生 きていくことはできないのであり,日本という国家社会の中で,
他の人との幽連において,また,我々をとりまく社会環境 ･生活環境 ･自然環境 とのかねあいの
中で生 きている｡したがって,社会科では ,このようなかねあいの中で,社会の一員としての自



















8 教 材 o地域の実態を生かした教材化が少ないO
o指専するのに必要な資料か十分でないo

























な困難をお感じになるでしょうか｡Jという教師用 アンケー トの質問に対する回答 (表 12-4
-3)を見ると,子どもの興味 ･幽心 ,子どものJS欲をひき出す点 ,児童や地域等の実隈に応じ
た教材づくり,また,時間的 ･虫的 ･内容的な面から資料づ くりの困難性 ,さらに ,授業と幽適
して評価の仕方の困難性などがあげられている｡
表 12-4-3 <指導上の困難点>
a 教 材 解 釈 0時代の代表人物の選び方




d 児童 (生徒 )の 傾 度 o子どもたらの意欲に閲歴あ りo
o児塵の経験範囲がせまいo
oテストが悪 くても社会的知識にすぐれている子どももいるO
e 評価 の仕 方 o評価の仕方がよくわからないところがあるo













r 教材 づ くり o教材づくりに児竜 も参加させているoロ できるだけ多 くの資料を使 うO ,
o ビデオをつくるo























は表にみられるように (ロご b ,ハご C･d)いろいろな工夫や努力がなされているにもか
かわ らず,時間的 ･労力的 ･内容的に困難な点が残 されており,社会科の本質に沿 った理想的な
授業はなかなかなされていないようである｡
第5節 学校としての社会科へのとりくみ













上記① ･② を兼ね備えた教材を用いて ,子どもの学習意欲 ･問題這誤を保ちつつ授薬は行われ
なければならないのではないだろうか｡
そこで,央備町の各小 ･中学校では,三者がうまくかみあった授某をするために各学校で独自
の研究活動を行 っているのである｡社会科に的する研究活軸は,鼓 12-5-1の通 りであるO
表 12-511 く社会科についての研究活動>
学 校 研 究 情 動 課 題
川辺小 本年皮は国語科一本にしげつて研究活動を進めているoしたがって,祉会料助辞につい は冬瓜任による自己研
修 .教材研究によっているO
































ー 159 - I
第15章 地域学習の現状 (,｣､5-中5)
一 地域 学 習 の意宅 と研 究 課 題
はじめに,地域とは一股的にどういうものなのか｡｢地域には生活の様々な間超が,総合的 ･構
造的にあらわれているO地域はT:んなる偶人の弘合体ではfl･い｡地域で人々は様々な集団をつ くっ





















いすれ 占地施教材には l分fcLt肺胞があると盛砂与れている.i:うだoT二だその価値とい うものれ
多掛 こ分オEでいるところがおもしろい結果だと患う.
次に.地或は教材化に幽概をともTfうもので&;むとの考えに対 して,ア/ケ- トの縮輿をもとに









には十分な価値があり,子 どもたちの興味 ･幽心をひさやすいものである. といっても手はな しで
膚ぶわけにはいかないことを痛感 しTこO何にもまして激師の教材研究が非常に大変なものであると
思う｡


































L) 渋谷,忠昭 ｢拙いきからの目｣ (地歴杜)
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2) 小嶋脇道 ｢地域にねぎす教育実践と社会科学的認誠の形成｣ (『教育 』393,394)
3) 前掲 2)
4) 斎藤国雄 ･桜井附 I~人びとのii:Lと地域社会｣ (国土社)









は, ｢誹8べた｣という万が多く,また白磁町全小学校でも｢調べた｣ という割合が 52.5多と5割
を越えている｡弓削こ,学年別で見T=時 も｢調べた｣という回答は, 3- 6年まで全て5割を上回っ
ている｡
それでは一体どU)よう/eL'ことを調べたのかO地底致村としてどのよう/Jものが上げられているか
を分類 してまとめたものが アンケート(むの盤である｡ 3年と4年では副読本『顛備町のすがた』を
使用 しているため,その関連がうかがわれる.参考 として『出願町のすが[=』の円容を招けJこ｡ 3



















ートを見ると,新しいものとして6年で ｢吉備瑞鵬 (乱 吉tirT寺)｣愉 田大塚の見学｣ ｢竹のこ
表 t312-1 児屯生徒の.調香宿由比l)学校別,艶女別
7ン7-ト(i) 社会科の便票の中で何か一つでも自分で或いは7.ルーブで托船町のことを謁
へまLTこか｡ (小学校 3- 6年)O･-･調べた
×････調べていない
学推 甲子 女子 計 i
岡 田 ⊂) 102 101 203 52,6× 78 85 16 4 .2
全生徒数 386
川 辺 (⊃ 48 42 90 36ー0× 2 5 4 7.6
全生徒数 250
二 万 ○ 73 77 150 59ー8× 48 45 93 37.1
全生徒数 251
只 妹 O 52 65 lー 7 65.7)く 29 24 53 298
全生砿数 178
# 0 104 110 214 64.5× 45 Ll6 91 274
全生徒数 332
括 田 (⊃ 93 96 189 43.2×, 12 loョ 226 517
全生徒赦 437






任 3. L980咋 5月′HLi在
学年 3年 4年 5年 6年
i) 128 121 252 48.9 14(, J37 281 62.9 日2 lO5 217 47.a 89 103 l92 45.9











3年 4年 5年 6年
土地の様子 (川.眉. 焼却場の見学 柘梁川 吉備轟傭(益,吉備寺)
山,田Jhd)工虫で働いている人の敢おとうさん おかあさ 宋拝唱子工場見学 男前町の移り変わり 前 田大塚の見学
町の様子,学校の周 工場で飽いている人 竹のこかんづめ工場
り店水等史疏 の敬 一t 飽く人の様子
Iんの仕番 魚屋,消防署,役場,
地区円 (近所 も)20年前と今とのうつり 郵便局小田川,高梁川
変わり 消防 .火中l 井備町の大きさ,人口,




































riBL､たことがある｣のは主 に 2年以上で. ｢央備町について調べたことがある｣のは特に2年が多
かったo (表 13- 2- 4,表 13- 2- 5参府 )
それでは,どのようなことを聞いた り調-た りしたのか｡ その結果をまとめたものが アノケー ト
⑤の表であるO ｢主等備町についてどのような話を閃いたことがあるか｣ という質問に対 しては 1年
では, ｢吉備il僻｣ ｢臼備町の地形 ･気候｣ ｢箭EEl大塚｣のことについて調-たということが多 く,
その他に ｢旧県道を人名行列が通った｣｢宿協が県道削 ､にあった｣ ｢竹の子村について｣｢fi備




年 1年 2年 3年 響
男 衣 計 S 罪 女 計 % 男 女 計 飾 全点
○ 42 45 87 26.0 97 87 184 65,2 101 88 189 66.3 0
× 114 116 230 68.9 49 41 90 31.9 35 51 86 30.2 4
衷 13-2- 5 生徒の調査活必
アンケー ト③ 貞備町について何か--)で も自分で或 いはグループで調べたことがあ ります
か｡
(真備中学校)○--ある ×--ない
y年 1年 2年 3年 蕃
罪 女 計 i 男 衣 計 % 男 衣 計 飾 全員
○ 60 45 105 31.4 93 96 189 67.0 34 44 78 27.4 0
× 85 93 178 53.3 47 29 76 27,0 92 931185 64.9 4
- I66-
でTd.Pく地理的なものも含まれている｡ 2年では,｢吉備馬備｣と ｢節田大塚｣ ｢古墳｣について聞
いたことがあるというのが圧倒的に多 く,｢此懸 ･人口｣がそれらに次いで多いoその他 2年では
歴史を学習するためか.吉備斑備に加え.｢貞備町にあるいろいろな史餌 (宝き上う印塔 ･水準点
･抜掛山 ･脇本陣)｣も上げていた｡ 3年をこ於いても｢吉備虫偏｣ と ｢古墳｣(こついてが多く,吹
いで ｢弟備町の歴史｣｢店｣ ｢神社｣ ｢土地利用｣ ｢戯農｣ ｢苗梁川の洪水｣ ｢竹の子村｣｢博 産
物｣となっている｡また少数であるが ｢岡田津について｣ ｢岡田感と堤防｣というものも見 られたO
表 13-2-6 生徒の調査円答
7ンケート⑤ アノケー ト②,③でどのようなことを牌いたり調べたのですかO (中早佼)
1年 2年 3年
聞 吉備兵備 吉備轟備 吉備炎髄
二万塚 EL備町 し地形.人Ll,晋のこ fi備町 (地形,人口,昔の
吉備町 (気候,地形 ,人口, と.特産物 ,位置, こと,土地利用 ,
苗のこと,名の由来. 産兼) 名の由来 ,農薬,
しヽ 特産物,E3菜,工業) 古墳 特産物 ,交通)
親宮古墳 常田大塚 古墳
た 前田大塚 士鞍が出てきたこと,銅はこ 竹の子村
こ 土器が出てきT=こと 竹の子村 吉備寺
竹の子村 宝 きよう印港 穴山神社
と 旧脚二道について 猿射山 岡田溝
脇本障 店 】
供水について,野外活動 高梁川と姫防旧山脇道
朗 吉備i7偏 吉 備窺僻 吉備真備
殺備町 (人口,文化,人口密 昇僻町 (人口.文化財,歴史,曳備町 (地形,人口,特産
皮,歴史,地形.役 邸政教,盛業,大 き 初 ,事故.出荷,
也 .建物,名前,事 さ.起案,地形,交 橋 ,移 り変わ り,
件 .大 きさ,特産物, 瓜 .J{スの利用,袋 讐察署 ,用水路 ,
〈こ 気候,出身者,交通, 港.気候,役場,公 歴史,文化,史鮫,
戯家 ,工場,警察, 習一出荷) 良薬 )
た 漁協) 竹の子村 古墳
こ 貯水タンク, 竹の子村 陥本陣 寺,国分寺
給食セ/クー,宝 きよう印塔 古墳 竹の子村
と 金剛寺跡 -万石のこと 大塚 臨本陣
堅穴式住居 神社 .香 小学校の歴史
里頗 小学校の歴史 ゴミ焼場
次の質問の ｢i'i備町のことについてどのようなことを調べたのか｣ということに対 して1年で多


















(1年 ･3年)｣,『わT=Lfこらの町』ということで水厄,ごみを,『災軍と地域の開発 』では 川
辺腐.焼却場を使用 いl年)｣,｢ごみ公冨 (5年)｣,rX和時代で吉備蕪備を使用 (6年)｣,｢律







































表 13- 2- I0












｢別配本が中心｣ という回答が多 く, ｢与L真備町のすがた｣は大いに活用されていることがわかった｡
しかし-E,アンケー ト⑦(表】312-8)の軒 にもあるように,このFf!備町のすがたJに対する厳 しいコメン
トもあり,副訳本に対しての要求が強い.困難 ということに関しては, ｢こらる事項を深めると質料
不足 となる｣ とあるように更に詳 しい円容を求めている｡だが, 3年用と4年用に分け られ単元別
に編集 されたので以前よりは良 くなったとい う芯兄 もあり.改善が為 されていることを示 している｡
最後に ｢このような地域教材には果 してどのような意義があるか｡｣とい うことを回答から求め
ると表 】3- 2- 10にまとめられこれにより.地域教材の意義は十分にあると考察される｡
(松谷 行洋)
三 地 域 教 材 へ の学 習意欲
具備町円の小 ･中学校の児童 ･生徒の地域教材への学習意欲について,アンケー トの砧架をもと
に考察する｡
まず,小学校の学年別に児塵の地域教材への学習芯欲について,アンケートを統計的にみてみる
と, 3年生では71多の児戯が,社会科で弟僻町のことを勉強 しているとき ｢たいへんたのしかっ
た｣あるいは ｢T:のしか った｣ と感じているQまた,別琉本の ｢顛;備町のすがた｣についてもノ60
多の児IT_'が ｢おもしろい｣あるいは ｢わか りやすい｣ と感じている｡そうした理由として考え られ
るのは, 3年生ではどの学校 ･学位にも共通していることだが,地域学習のために特に見学が行わ
れていることだ｡また,地域について調べる方法 として ｢夷備町のすがた｣を利用 している学校 ･
学蚊が多いこともあげられる｡ このように, 3年生では地域教材への学習意欲は高いと言える｡だ
が, ｢お椀町C)すがた｣を rお もしろくない｣あるいは ｢わかりにくい｣ と感じている児塵が ,3
年生全体の約 】刊いることを見逃 してはならないであろう｡
4年生では, 6 8帝の児塵が白僻町についての勉強を ｢たいへんたのしかった｣あるいは ｢たの
しかった｣と感 じている｡また, ｢i‡備町のすがた｣についても, 63多の児塵が ｢おもしろい｣
あるいは ｢わか りやすい｣ と感 じている｡そうした理由として考 えられるのは,まず題材が身近で




あるいは ｢わか りやすい｣と感 じている｡
6年年では, 57秀の児童が其備町についての勉強を ｢たいへんたのしかった｣あるいは ｢T:の
しかった｣ と感じているO また, ｢瓜備町のすがT:｣についても56多の児童が ｢お もしろい｣あ
るいは ｢わか りやすい｣と感 じている｡ (表 】,2参照)
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である｡学年別にみると3年生では,｢おもしろい｣が 32多,｢わかりやすい｣が 29飾, 4年




節,女子 30弟,｢わかりやすい｣が用手 28年,女子30番, 4年生では,｢おもしろい｣が男
If27多,女f-23飾,｢わかりやすい｣が男子37秀,女子 40飾,5年生では,｢おもしろい｣
が男子4 0帝,女f･2 9多,｢わかりやすい｣が男子 38承,女子4 1帝.6年生では. ｢おもし
ろい｣が男子28番,衣+ 15年,｢わかりやすい｣が男子 30帝,女子 38帝であるD (グラフ
1,2参照)
｢真備町のすがた｣についての感想
グラフl 学年別 グラフ2 男女別
全 3
体




いる児童よりも, ｢わか りやすい｣と感 じている児童の方が多いo中でも特に 4･5･6年生の女
子にその傾向が強い｡ 3年/_tでは. ｢兵備町のすがた｣をlE観的にみておもしろくてわかりやすい




ているとき, ｢たいへんたのしかった｣あるいは ｢たの しかった｣と感 じた児盛は6 5多を占め,
逆に ｢あまりたの しくなか った｣あるいは rまったくたの しくTiかった｣と感じた児塵は 7車で,
ほとんどの児輩が地成学習を楽 しいと感じていたといえそうだ｡また, ｢巣備町のすかた｣につい







ー トを統計的にみると, ｢たい-ん関心を示す｣あるいは ｢まあまあ関心を示す｣と答えた教師は
44人 (アンケー ト解答者数)中 36人もいた｡また,｢出備町のすがた｣については,｢読んで
調べるとか見学調査のまとめに使 う｡また写共やグラフをみて話 し合うことが多いO｣｢身近な写共
が出ているのでわかりやすい.｣ と感 じている教師がいる反面, ｢資料がもう少しほしい｡｣｢施
設やしくみについての説明が少 し足 らない点があるC｣ と感じている教師 も多い｡このように教師
側か らみれば,児掛 ま地域教材に関心を示すが, ｢兵術町のすがた｣については,｢グラフや文革
･円答が改選され,使いやすく意味あるもの｣にならなければならないと感じている教師が多いO
虫偏中学校の生徒の地域教材-の学習意欲についてアンケートを統計的にみると,BL備町につい
ての話を聞いたことがある生徒の削合は1年生 27多,2年生 67飾, 3年生 69多で1年生の割
合の低さが目につく｡また員備町について.話をut]いたことがある生徒の中で, ｢たいへん楽 しかっ
た｣あるいは ｢楽 しかった｣と感じた生徒の割合は1年生 45%, 2年生 34多, 3年生 32飾,
｢fこい-んわかりやすかった｣あるいは ｢わかりやすかった｣と感じた生徒の割合は1年生 3 】多,
2年生 18多,3年生 25多で,どの学年も割合が低い｡また異備町についての題を聞いた生徒の
中で ｢ふつう｣と感じ′こ生徒の割合は1年生 48飾,2年生 58多, 3itifト52%, ｢楽 しくなか
った｣あるいは ｢まったく楽しくなかった｣と感じた生徒の割合は1年EE12多, 2年生 8多,3





ー トを統計的にみると,｢たいへん関心を示す｣と答 えた教師は 5人 (アンケー ト解答音数)中 3
人であった｡
この結果か ら教師側か らみた生徒の学習意欲について述べ ることはできないが,中学校では地域






表 13- 3- 3
中学校の社会科で,fi備町についての話を軌 ､たことがあ りますか｡ (ある○ ない×)
】 2 3 響
男 t女 計 歩 男 女 計 飾 男 女 計 多 全員
○ 42 45 87 (27.4) 97 87 184 (67.2) 101 88 189 (68.7) 0
× 114 116 230 (72.6) 49 Al 90 (32.8) 35 51 86 (31.3) 4
表 13- 3- 4 具備町についての話は楽しかったですか｡
◎たいへん楽 しか った ○楽 しかった △ふつ う ×楽 しくなか った 水 ま った
く楽 しくなかった
1 2 3
男 衣 計 飾 盟 女 計 多 男 女 計 多◎13 5 18 (21) 17 12 29 (15) 13 6 19 し10)
○ 9 12 21 (24) 19 16 35 0 9) 28 16 44 (22)
△ 17 25 42 (48) 58 52 110 (58) 46 58 104 (52)
× 4 2 6 (7) 6 4 10 (5) ll 15 26 (13)
表 13- 3- 5 虫偏町についての話はわか りやすかったですか｡
◎たいへんわか りやすかった｡ ○わか りやすか った △ふつ う ×わか りに くか
った 米 まったくわか らなかった
1 つ 3
男 女 計 % 罪 女 計 飾 罪 衣 計 飾
◎ 7 2 9 (10) 8 6 14 (7) 6 6 ユ2 (6ノ0ユ0 9 19 (21) 10 ll 21 (ll ) 17 19 36 (19)
× 3 4 7 (8) 8 ■t 12 (6) 5 7 12 (6)
(小凪 拾)
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自 主 宿 勧 見 学
小 3 ○ 地域の地図 ○ 学区を歩く,校区の様子
○ 交通-D調べ ○ 反古LLlから眺める,只備町の様子
自分 家から学校迄の地図 スーパー .マーケット,ショッピング
○ 町のくらしと商店の働き(買い物調べ, センター
品物の仕入先調べ) ○ 工場 (東洋昭子,スワロー商申)
小 4 ○ 用水路 ○ 児島挟水湖
○ 通学路 ○ 岡山飛行場
○ プール公共施設働 く人々 (商店,職菜調べ)くらし (父兄から尋ねて釆 させる) ○ ゴミ収柴所 .処理場
小 6






































アンケー ト湘杏の中の ｢地域教材を使うときの困概があればお古き下きい｣という問いに対 して
何人かの先生がT:が rF珂集群'が大変なこと｣をか すておられる.また ｢'『fi僻町のすがT=』を使
























































よう｣ といったスローガンを掲げている｡また学校のテーマは ｢一人の泣 く子もいない学校｣であ
る｡
(3) 教 材
教材 として,どの小学校,中学段でもidFJ訳本の ｢はぐるま｣｢山び こ｣が利用きれている｡ しか
























生か して指導するための教材が不足 しているという問題 もある｡
1 180-
二 r平和.Jr公害｣｢環境 ｣学習の現状







C) 長崎の原爆読本 ｢長崎の証言｣ (永井隆) (娼備中J










○ 水島の公署監視センターの見学 (折田小 )
o 水島脇同病院の医師の記録 (プリント) (薗小)























対参加のものは別として.｢文部省 ･県 ･教育中潮所 ･教育委El会主催の研究会.町研修会.民間
教育Efl体の研究会 ･来演会 ｣など学校に配 られてくる各種研究会案円の中から名教師が選んで参加
するということである｡
二 ､ 研 究 内 容
次 に .教師がどのような研ぎ三舎(こ参加しているか.学校の研究活動も考え合わせながら研究円等












らよいか ,7月.1 1月 ,12月Iこ指導主事.現坂教師を招牌 し.研究授業をする予定にしてお
ら,それに向けての教材研究.反省等を研修日に全仏良でおこなっているとい うことであるOま
T二瓶小学校では,児童が進んで取 P)組む社会科学習を目指して.授業研究を中心に掩え.講師を




により.各教師が現在興味を持 っている教科 と.学校で研究を進めている教科 とが十敦をみる場
合が多いという事実からしても.学校の方針が各数的に与える影聯はかなt)大 きいと冒えようQ





動円容 としては.小学校では同学年会が年に二～三回鯛かれ.今回は.国語 ･生活指事 ･民主教
育について研修がおこなわれる予定であるというO現在までは.各教科別に研修がおこなわれT=


















































資料(1) 昭和 55年度民主教育指導計画 (薗小学佼十年 )
昭和 55年度 民 主教 育 につ いて 1学年






















l年 民 主 教 育 年 間 指 導 計 画表
月 ー 教 科 . 道 徳 持 宿
4 月J 杜 ぼくもわTこしも1年生 (隼田 ) 1年qt三になって(集団 )国 ともだら(集団 ) LL'.･春の遠足 (集団 ) ●
I5 月 国 せんせいあのね(人権 ) ′J､体育会 (集団 )
国 はなのみち(真実 ) I ･かかりの仕撃 (労働 )
6 月 国 (はぐるま)しことのにおい労働 ) ∫社 がつこう√こんけん(労飽 ) ･P.T.A.民主教育についての話 し合い
F7 月 国 おおさなかぷ(労働 と染Efl) I ･七夕瑛会 (労働.娘田 )部落児童会 (集団 )
Io月 社 うらのしこと(労働 ) 一 ･運動会 (媒団 )
11月 国 T=ぬきの糸申(果実 )(はぐるま )からすの王 さま人格 ) ･ 秋の遠足 (集団 )p.T.A.｢か らすの王さま ｣の授業
杜 ともだちの うち(労働と人権 ) 参観
12月 ･部落児童会 (東田 )すすはらい 労働学級会.クリスマス会 (集団 )
, r1 月 道 如 ､ろいポール(集団 ) I -I l･P.T.A.民主教育に閑する映画会 r
2 月 杜 こどもかい(鎌星団 )国 花いっぱ になあれ (異実 ) l･ 学習発表会 (集団 ) ■
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資料(2) 昭和 5 5年度 民主教育指導計画 (酵小学校 )
( 1 年 )
月 教 科 .道 徳 樽 酒 反 省
4 国 うみ (生命 )社 ともT='ら (粂岡 ) ･一年生 にな って (集団 )下校時の安全 (生命 )健味診断 (生命 )
5 国 せんせいに (人権 ) ･春の遠足 (集団 )′J､体育会 紐避難訓練 生命
6 国 しごとのにおい (はぐるま)(労働 ) ･働 く日 (労働 )
7 国 おおさなかぷ (労働と集団 ) ･P.T.A.｢差別をなくする1こめIこ｣を使 って話合い七夕集会 (労働.集団 )部落児童会 (集団.生命 )
9国 ことりと木のは (生命 )道 どものひつじかい ･(親子作業日) (労働 )t避難訓練 (生命 )p.ll,A.｢ことりと木のは｣
(# ) の授集参観
10 国 とんびひ上ろろ (労働 ) ･運動会 (集団 )交通教室 (生命 )
ll 社 ともだらの うら ･P.T.A.兼演去
(労働と人格 ) ･秋の遠足 (集団 )
12 I一 ･部落児童会 (集団 )すすはらい 労働
1 国 たぬきの糸車 (3実 ) -
2 遵 きいろいポール (集団 ) ･学習発貴会 (集団 )
3 杜 わ1=しのねがい (人権 )道 もんたくんのてがみ (集団 ) ･6年生を送る会 (集団 )
- 188-
